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１．はじめに 

１－１．研究の背景と目的 

河川が交通や物流で使用されなくなり、また高度経済成

長期に水質が悪化したため、更に河川沿いに高潮堤防が築

かれたことによって、水辺の建物は河川に背を向けて建設

されるようになった。しかし 20 世紀末から水質の改善が

進み、2004年に河川法の「河川敷地占用許可準則の特例措

置」(1)が創設されたことにより、広島や大阪で、水辺の利用、

河川へ顔を向けた建築やテラスが建設されるようになった。

東京都でも河川区域にテラスを設置する「かわてらす®」(2)

社会実験が行われている。 
ところで東京都台東区駒形地区周辺（以下：駒形地区）

では、隅田川の対岸に 2012 年に開業した東京スカイツリ

ーを望めることから、かわてらすを含めた河川沿いの飲食

店などをもつ「水辺建築」が増加している。本研究では、

水辺建築を「かわてらすや大きめのベランダ(3)、テラス・オ

ーニング(4)、大開口窓(5)のどれか一つ以上の要素を河川側に

設けた水辺特有の建築」と定義する。河川沿いに新たな街

並み景観が創出されつつあると言える。 
そこで本研究では、河川沿いの景観を向上させるかわて

らすを含めた水辺建築の普及を促進することを主眼として、

駒形地区における隅田川沿いの建物と水辺建築の状況及び

変遷、さらに水辺建築の特徴的用途である水辺飲食店の状

況について明らかにすることを目的とする。 
１－２．既往研究 

2004年の河川敷地占用許可準則の特例措置通達以降、各

地で水辺公共空間の活用が行われている。国土交通省「河

川空間のオープン化事例」1)によると、東京都では、かわて

らすは6事例(6)にとどまっている。 
水辺公共空間に関する既往研究では、まず河川沿い空間

の活用・利用に関する中田らの研究 2)、圓道寺らの研究 3)が

ある。これらは大阪を対象としている。また市川 4)は広島

市を対象として、水辺活用の効果について明らかにし、菅

原ら 5)は、全国を対象として、河川区域の空間利用と地域

連携について明らかにした。隅田川流域を含めた東京を対

象として、赤沼ら 6)は水辺公共空間活用の状況や体制、運

営の実態について明らかにし、松尾ら 7)はかわてらす社会

実験を取り上げ、かわてらすの開設経緯と利用実態につい

て明らかにし、北村 8)は江東内部河川の管理用道路と建物

との関係を明らかにした。以上のように水辺公共空間の活

用や利用実態に関する研究、活用効果に関する研究、空間

利用と地域連携に関する研究、かわてらすの開設経緯と利

用実態に関する研究、管理用道路と建物との関係に関する

研究はあるが、かわてらすを含む水辺建築の景観について

明らかにした研究はない。 
また、景観特性を把握する方法として、守山らの街並み

景観の記号論研究 9）10）があるが、伝統的町並みを対象とし

たものであり、水辺ではなく、街路沿いの伝統的町並みを

対象としたものである。 
１－３．研究の方法 

本研究では、水辺建築内にあり川への眺望を確保してい

る飲食店を「水辺飲食店」と定義する。まず隅田川沿い建

物と水辺建築の状況について、連続立面図を作成しつつ明

らかにする（2章）。次に、水辺建築を含めた隅田川沿い建

物の竣工年と変遷について明らかにする（3章）。そして水

辺建築に存在する水辺飲食店の状況について明らかにする

（4章）。 
調査方法は、隅田川沿い建物と水辺建築の状況について

は、悉皆調査(7)を行う。水辺建築を含めた隅田川沿い建物の

竣工年と変遷については、「ゼンリン住宅地図」11)を参照す
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る。水辺建築に存在する水辺飲食店の状況については、「ゼ

ンリン住宅地図」及び各店舗のウェブサイトの参照(8)、また

各店舗への実地調査とヒアリング調査(9)を行う。 
１－４．対象地区の概要 

研究対象である駒形地区を図1に示す。駒形地区は、隅

田川右岸・台東区側で、吾妻橋から厩橋周辺までの 850ｍ
程の区間とする。住居表示は、雷門2丁目、駒形2丁目、

蔵前2丁目である。 
隅田川は、荒川から岩淵水門で分岐し、東京湾まで全長

約 23.5km を流れる一級河川である。台風による浸水被害

があったことから、1963年頃から鉄筋コンクリートの高潮

堤防のかさ上げ工事が進められた。高潮堤防は「カミソリ

堤防」とも呼ばれ、市街地からは河川を望むことができな

くなり、また人々は河川の水辺に近づくことができなくな

った。 
1987年頃からは、耐震護岸の整備に合わせて、水辺の遊

歩道である「隅田川テラス」が整備されていった。駒形地

区でも隅田川テラスが整備済みである。これによって人々

は水辺に近づくことができるようになった。そして河川敷

地占用許可準則の改正により、河川区域の占用が可能とな

り、テーブルやイスの設置、また簡易な工作物・建物が設

置できるようになり、かわてらすのようなオープンカフェ

空間が設置されるようになった。 
「東京都景観計画」では、隅田川沿いが景観基本軸に位

置付けられており、「台東区景観計画」でも、河川と一体と

なった景観を形成するとされている。また「浅草地域まち

づくり総合ビジョン」(10)では隅田川沿川の水辺空間におけ

るプロジェクトの考え方として、「水辺空間づくりでは、陸

上からの水辺動線を図り、川沿いの街並みや賑わい機能の

誘導など、川に親しみ集える環境づくりを展開する」とさ

れている。 

 
２．隅田川沿いの建物と水辺建築の状況 

駒形地区を４区間に分けた、隅田川沿いの建物の連続立

面図を図２(11)に示す。建物数は74棟である。 
２－１．建物用途と階数 

建物の主な用途と階数を表１に示す。なお、過半を超え

る用途で、「主に住居」「主に商業」「主に事務所」として分

析を行う。 
74棟中、「主に住居」の建物が47棟あり6割以上を占め

表－1 建物の主な用途と階数 

図－1 研究対象地区（駒形地区） 
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図－2 隅田川沿い建物の連続立面図 
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る。「主に商業」と「主に事務所」の建物は、14棟と13
棟でそれぞれ約2割を占める。 
 ６階建て以下が 64 棟と約 9 割を占める。また７階建て

以上の建物の 10 棟中 8 棟が主に住居である。店舗を有す

る建物は、「主に住居」で10棟、「主に商業」で11棟、「主

に事務所」で3棟と合計で24棟ある。「主に住居」、「主に

事務所」の用途でも、店舗を有する建物は多い。 
２－２．水辺建築の状況 

連続立面図による分析から、水辺建築の要素として、「大開

口」、「かわてらす」、「テラス・オーニング」、「大ベランダ」

が確認できた。図３下部に示す通り、大開口が14棟、テラ

ス・オーニングが3棟、かわてらすが3棟、大ベランダが

2 棟、と大開口が最も多い。大開口とかわてらすを併せ持

つ建物、大開口と大ベランダを併せ持つ建物がそれぞれ 1
棟あり、合計22棟の水辺建築が存在する。東京の代表的な

商業地区である浅草に近い吾妻橋・駒形橋間で７棟、また

蔵前駅に近接する厩橋周辺で７棟と比較的多い。 
水辺建築の用途は、「主に住居」が10棟、「主に商業」が

11棟、「主に事務所」が1棟と「主に住居」と「主に商業」

が多い。かわてらすは「主に商業のみ」にある。表1下部

に示す通り、水辺建築は 4 階から 6 階が 16 棟と最も多く

約7割を占める。 

 
３．隅田川沿いの建物の用途変遷と水辺建築の発生 

３－１．隅田川沿いの建物の用途変遷 

 2000年から2022年までの建物の用途変遷を表2に示す。 
 2000年から2022年にかけて、「主に住居」は6割程度と

ほぼ変化はない。「主に商業」は、1割未満から約2割と増

加した。「主に事務所」は、3割強から2割弱まで減少した。 
３－２．隅田川沿いの建物の竣工年 

 用途別建物竣工年を表3に示す。 
 2000年以前の建物が51棟と約7割を占める。「主に事務

表－4 水辺建築の用途変遷と竣工年 

表－２ 用途変遷 

表－3 用途別建物竣工年 
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所」は、13棟のうち12棟とほとんどが2000年以前の建物

である。「主に住居」は、2001年から2022年にかけて16棟
が竣工した。特に2001年から2010年で9棟と多い。「主に

商業」は、2001 年から 2022 年にかけて 6 棟が竣工した。

特に2011年以降が4棟と多い。 
店舗を有する建物は、2000年以前は7棟であるが、2001

年から2010年にかけて6棟、2011年から2022年にかけて

12棟が竣工した。特に2011年以降で大きく増加した。 
表２に示す通り、2022 年時点で店舗を有する建物が 32

棟ある。うち飲食店が28軒、小売店が4軒とほとんどが飲

食店である。 
2011 年の河川占用許可準則の規制緩和によるかわてら

す社会実験への参加や、2012年に開業した東京スカイツリ

ーの影響で、店舗の用途が増加したと推測される。 
３－３．水辺建築の発生 

水辺建築の用途変遷と竣工年を表4に示す。 
22 棟の水辺建築のうち、2000 年以前のものは 3 棟と少

ない。2001年から2010年が6棟と約3割を占め、2011年
から2022年が13棟と最も多く約6割を占める。 
「主に商業」は、2011 年以降に 4 棟が竣工しているが、

2000年以前に竣工したものも5棟あり、水辺建築へとリノ

ベーションされた。「主に住居」は、2001年から2010年に

3棟、2011年から2022年に5棟と近年増加している。主に

事務所は 1 棟のみで、2000 年以前に建てられたが 2011 年

以降に店舗が入りリノベーションにより水辺建築となった。 
新築が 13 棟、既存建物のリノベーションが 9 棟と新築

が多いが、リノベーションも4割程度と一定数存在する。 
３－４．水辺建築と飲食店 

22棟の水辺建築のうち、13棟に21軒の水辺飲食店が存

在する。多いもので、No.3が4軒、No.59が3軒、No.71が

3軒もつ（表4）。2000年以前では、水辺建築が3棟、水辺

飲食店が 1 軒だったが 2001 年から 2010 年にはそれぞれ 5
棟、3 軒に増加し、2022 年にはそれぞれ 13 棟、21 軒まで

増加した。 
水辺建築の増加は、水辺飲食店の増加と強い関係がある

と言える。 

 
４．水辺飲食店 

４－１．水辺飲食店の状況 

水辺飲食店を表5に示す。水辺飲食店は21軒存在する。 
開業年は、⑨は江戸時代の開業、⑥は1980年の開業と古

いが、残りの19軒は2001年以降の開業と比較的新しい。

特に2011年以降は18軒とほとんどを占める。 
開店契機は、建物の竣工で10軒、建物リノベーションで

11軒とほぼ同数である。水辺飲食店は、既存建物のリノベ

ーションでも多く発生している。 
設置階は、3階以下が16軒、4階以上が5軒と低層階が

多い。3 階以下には、川は見えないが 1 階を含むものが 7
軒ある。屋上を含むものは3軒ある。 
水辺飲食店と水辺空間の断面構成を図３に示す。水辺飲

食店は次の4つに類型できる。 
・かわてらす型：東京都による河川空間のオープン化を推

進することを目的として行われている社会実験に参加し

ている。民間事業者等が川床を水辺空間に創出すること

で水辺の魅力向上と地域の活性化を図る。飲食店が建物

外にテラスを設置し、屋外空間で店舗の利用ができる。

川と近い空間で過ごすことができる。3 軒が該当しすべ

て2階にある。リノベーションが1軒、新築が2軒ある。 
・テラス・オーニング型：飲食店が建物外にテラスやベラ

ンダを設置し、屋外空間で飲食店の利用ができる。比較

表－5 水辺飲食店 
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的、川と近い空間で過ごすことが出来る。3軒が該当し多

くが 2 階にある。リノベーションが 2 軒、新築が 1 軒あ

る。 
・大開口型：屋外空間ではないが、机やイスの配置が川に

向かっており、利用者は屋内から川を臨むことができる。

2 階以上にあり、12 軒と最も多い。リノベーションが 5

軒、新築が7軒ある。 
・屋上型：建物の屋上部分が飲食店として利用され、他の

階にもある。屋外空間であるが、川との距離が離れてし

まう。3軒が該当する。リノベーションが2軒、新築が1
軒ある。 

 21軒中18軒が2011年以降に開業した。かわてらす社会

図－3 水辺飲食店の類型と水辺空間の断面構成 

表－6 水辺飲食店平面図 
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実験への参加や、東京スカイツリーと隅田川を一緒に見る

ことができるので、飲食店が増加し、それに伴い水辺飲食

店も増加したといえる。 
４－２．水辺飲食店の建築特性 

主な水辺飲食店の平面図を表6に示す。水辺飲食店の類

型から一つ以上抽出した。 
かわてらす型の⑱は、リノベーションのため、構造上の

理由から、かわてらすに2階から直接アクセスできず、外

階段で1階からアクセスするようになっている。 
 テラス・オーニング型の⑥と⑬は、縦動線が前面道路側

に存在し、川沿いに大開口も設けた上で、オーニングが付

いたテラスを設けている。 
大開口型の⑤と⑯は、縦動線が前面道路側に存在し、川

沿いに大開口がある。 
 屋上型の⑲は、縦動線が側面に配置され、川沿いと前面

道路側に屋外空間がある。 
新築とリノベーションともに、縦動線は側面または前面

道路側に配置されている。キッチン・バックヤードも前面

道路側または側面に配置されている。 

 
５．まとめ 

本研究では、駒形地区における隅田川沿いの建物と水辺

建築の状況及び変遷、さらに水辺建築の特徴的用途である

水辺飲食店の状況について以下のことを明らかにした。 
・74棟の隅田川沿いの建物の中から、22棟の水辺建築を確

認でき、水辺建築の要素として、大開口、かわてらす、テ

ラス・オーニング、大ベランダがある。東京の代表的な商

業地区である浅草に近い吾妻橋・駒形橋間で７棟、また

蔵前駅に近接する厩橋周辺で７棟と比較的多い。 
・水辺建築は「主に住居」、「主に商業」の用途で多い。ま

た中層の建物が多い。 
・水辺建築の多くは、2011年以降に発生した。河川占用許

可準則の緩和や東京スカイツリー開業による影響と推測

される。 
・水辺建築は、新築が多いが既存建物のリノベーションも

4割程度と一定数存在する。 
・水辺建築の増加は、水辺飲食店の増加と関係がある。 
・水辺建築の要素をもつ水辺飲食店が21軒確認でき、それ

らはかわてらす型、テラス・オーニング型、大開口型、屋

上型の 4 つの類型に分かれる。縦動線やキッチン・バッ

クヤードは前面道路側や側面に配置される。水辺飲食店

は、既存建物のリノベーションと新築がほぼ半数ずつで

ある。 
河川沿いの景観を向上させるためには、必ずしも建物を

新築させる必要はない。既存建物のリノベーションでも可

能なケースは多い。かわてらすが最も望ましいかもしれな

いが、テラス・オーニングや大開口、屋上をもつ水辺建築

によって、水辺空間と一体となった河川沿い独特の景観が

形成される。商業地区や鉄道駅が河川近くに存在すること

で、水辺建築の発生がより期待でき、また水辺建築が一定

数集積することが呼水となって、かわてらすを含めた更な

る水辺建築の集積が期待できるようになる。研究対象地区

では、東京スカイツリーの開業が呼水となって水辺建築が

急速に増加したように、水辺の眺望景観の向上が水辺建築

の集積の大きな要因ともなる。水辺建築をどのように誘導

し普及させるか、また河川沿い地区の景観イメージの共有

をどのように進めるか、市民や事業者をまき込みつつ、河

川沿いの景観を向上させるための都市計画的な方策が求め

られている。例えば研究対象地区は、東京都の隅田川景観

基本軸に指定されているが、台東区の景観計画で景観形成

重点地区の指定、あるいは地区計画の策定、景観地区の指

定などを見込んだ、地元地権者や事業者、住民を巻き込ん

だまちづくり協議会の設立など、景観形成の施策をより一

層強化することが考えられよう。本研究は、その都市計画

的な方策に関する有用な知見を得られたと考えている。 
 

【補注】 

(1) 2004年の河川法改正で、河川敷地占用許可準則の特別措置が設

けられ、 2011年の同法改正で、河川敷地占用許可準則は特例

措置ではなくなり、一定の要件を満たす場合には、民間事業者

等の営業活動による河川敷地の占用を認めることになった。 

(2)東京都建設局河川部が名付けた東京都における川床の名称であ

る。 

(3)奥行２ｍ以上のベランダで軒天がある。 

(4)テーブルとイスが配置されて、オーニングがあるテラス。 

(5)２階以上の各階窓が天井までと大面積のもの。 

(6)参考文献1)を参照した。 

(7)隅田川沿い建物と水辺建築の状況についてまでであり、水辺飲

食店までは含んでいない。 

(8)22店舗について、独自のWEBサイトまたは飲食店検索サイ

ト、SNSアカウントが存在した。 

(9)ヒアリング調査：2022/11/15/Tue、11/21/Mon、11/24/Thu、

11/28/Mon、12/2/Fri、12/5/Mon、12/8/Thu実施。対象は店舗オ

ーナーまたは従業員。(1) 建物と店舗の所有の関係 (2) 開店

契機と経緯 (3) 建物平面プランと各階構成、などについて調

査した。 

(10)台東区と事業者及び地域住民が協働して取り組むべきことを

具体的に示した浅草地域のまちづくりのガイドラインである。 

(11) 研究対象地区を隅田川の対岸から写真を撮り、その写真をも

とに連続立面図を作成した。 
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